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　 　　　花粉症
　　　　～スギ花粉症を中心に～

東葛病院眼科 医師　安田　綾　

　花粉症とは様々な花粉に対するアレルギーです。花粉が体内

（目、鼻など）に何度も入るとアレルギー症状が出るようにな

ります。花粉症を持つ人は年々増加しており、現在スギ花粉症

のある人は約４割に上っています。

　スギ花粉の飛ぶ時期は、みなさんご存知の通り毎年２月から

４月です。花粉の飛びやすい時間帯はお昼前後と夕方です。ま

た、晴れて気温の高い日、風の強い日、雨が降った翌日、など

は特に花粉の飛ぶ量が多くなります。

花粉症の治療について

　花粉症の治療は、症状に合わせて内服薬・点鼻薬・点眼薬を

組み合わせておこないます。市販の薬もありますが、症状が重

いときには耳鼻科や眼科、アレルギー科を受診しましょう。花

粉が飛び始める前や、症状が軽い時期から薬を開始しておくと

花粉症の症状を抑えることができます。

　それ以外には、舌下免疫

療法という花粉症そのもの

を完全に治す可能性のある

治療法があります。ただし

これは花粉の飛んでいない

時期から開始するお薬で

す。

　また数年間継続して治療

を受けなければならないの

で、担当の医師とよく相談

してみましょう。
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被災者を訪問する地元の民医連と健康友の会
（石川県健康友の会連合会支援ニュースより）

花粉症を予防しよう

　花粉症を予防するために、マスクやメガネをしっかりと着け

て、花粉が飛びやすい時間帯などの外出は控えましょう。外出

から帰宅した後は、手洗いやうがい、洗顔を忘れずに行い、体

に付いた花粉を洗い流しましょう。お部屋の換気にも少し注意

が必要です。窓は開けすぎず、カーテンをすることで花粉が部

屋に入ることを防ぎます。もちろんお部屋の床掃除や定期的な

カーテンの洗濯も行いましょう。衣服や布団の外干しは避けた

方が良いでしょう。

最後に…

　今回はスギ花粉症を中心に、その予防や治療法について簡単

に説明しました。

　天気予報の花粉情報などをチェックし、予防や治療によって

症状を軽くできると良いですね。
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2月22日現在
2023年度入会者数　　   362人
総会員数　　　　　　  8680人
「友の会」の仲間増やしに
お力をおかしください。

健康づくり・仲間づくり
友の会をさらに大きく


